
一　　般
財団法人 全国建設研修センター

〒187-8540 東京都小平市喜平町2-1-2

https://www.jctc.jp/
当センターのホームページでWEBセミナーの
サンプル動画を視聴できます。

問合わせ時間 ： 9:30～16:30（土日祝のぞく）
お気軽にお問合わせください。

03-3352-6502

お問合わせ先

建設関係者のための
スキルアップ講習
建設関係者のための
スキルアップ講習 WEBセミナー

（eラーニング方式）
WEBセミナー
（eラーニング方式）
WEBセミナー
（eラーニング方式）
WEBセミナー
（eラーニング方式）

下記の教育に最適！

ご活用ください

社員教育

リカレント教育

新人教育

令和8年度 視聴期間  2026年4月1日（水）～2027年3月19日（金） ※視聴期間は、初回視聴（初回ログイン）
　より2週間です。

CPDS認定セミナー
（一社）全国土木施工管理技士会連合会

視聴時間：約4時間

Aコース

・頻繁、複雑な法令改正にも対応。
改正法令のねらいや留意点を解説！

うっかりを防ぐ！
しっかり学ぶ「建設業法」

視聴時間：約3時間30分

Bコース

・複雑で難解な安全関係法令を
体系的に解説！

セーフワークの実現！
「労働安全衛生法」のポイント

＊右記各コースは、令和8年3月末の
　法令等に基づき作成しております。

視聴時間：約4時間45分

Cコース

・建設現場ですぐに役立つ、環境問題を
起こさないために勘所が分かる！

悩んでいませんか？
建設現場の「環境管理」

最新の
法施行に
対応
最新の
法施行に
対応

最新の
法施行に
対応
最新の
法施行に
対応

WEBセミナー
eラーニング方式の特徴
•いつでもどこでも受講可能
（スマートフォン対応）

•自分の理解度にあわせて
繰り返し学習可能

•講義資料を視聴サイトより
ダウンロードが可能

最新の
法施行に
対応
最新の
法施行に
対応



受講者の声

共
通
•とても具体的な説明で若手技術者の勉強にとても良かった。
•テキストを独自で読むばかりでなくeラーニング形式だと理解しやすく学びやすい。と
ても良いツールだと思います。

建
設
業
法

•講習を受けたことで、法律の重要性や違反がもたらすリスクについてより明確に認識す
ることができたきました。
•許可制度や契約の適正化、施工技術の確保など、法律が求める様々な義務について理
解を深めることができました。

労
働
安
全
衛
生
法

•労働者の安全を確保するための様々なポイントや措置について学ぶことができました。
•現場での作業中に起こりやすい災害や事故を事前に予防するうえで、法律の重要性や
リスクを明確に確認できました。
•講習を通じて、安全意識の向上、規則や措置について学びました。建設現場では様々な
危険が潜んでおリ、それらに対する警戒心を持つことで、安全確保を徹底していきたい
と思います。

環
境
管
理

•近年、様々な環境問題に対する人々の意識が向上する中、建設業に携わる者として、環境
管理に対する知識、対処法など学習するべきことが、多くあることに気づきました。
•環境管理も施工管理の中の大切な分野として知識を深め、施工に役立てていきたいと
思います。

お申込みについて

受講料（講義資料を含む）

各コースとも 13,200円
（内消費税1,200円、消費税率10％）

お申込みは、当センターホームページから。

申込み期間

2026年3月30日（月）～2027年3月12日（金）
視聴期間

2026年4月1日（水）～2027年3月19日（金）

Bコース     講義内容 Cコース     講義内容

セーフワークの実現！
「労働安全衛生法」のポイント

悩んでいませんか？
建設現場の「環境管理」

視聴時間　約3時間30分　12コマ構成 視聴時間　約4時間45分　11コマ構成視聴時間　約4時間　10コマ構成

うっかりを防ぐ！
しっかり学ぶ「建設業法」

○基礎知識（建設産業の姿）
○法の目的、用語の定義
○建設業の許可
○建設工事の請負契約

（元請負人の責務など）
○施工技術の確保（技術者の設置、

専任、専門技術者など）
○経営事項審査（審査項目など）
○監督、罰則

（許可の取消、紛争の処理など）

○基礎知識
（労働災害の発生状況など）

○法の目的、用語の定義
○安全衛生管理体制（事業者の立場、

元請事業者の責務など）
○危険防止措置

（各事業者、建設現場全体）
○機械等・危険有害物規制

（機械、用具、化学物質）
○就業措置

（安全衛生教育、就業制限など）
○監督等（計画の届出、報告など）
○雑則、罰則

○基礎知識
○典型7公害から
・騒音規制法、振動規制法
・水質汚濁防止法、河川法、下水道法
・土壌汚染対策法
・大気汚染防止法（アスベスト）、

オフロード法、フロン排出規制法
○建設副産物
・循環型社会形成推進基本法
・資源有効利用促進法
・建設リサイクル法
・廃棄物処理法
・PCB特措法 
・盛土規制法

Aコース     講義内容

建設省入省し建設経済局建設業課で建設業法等の法律の改正に携わる。また、地方整備局の営繕部
や警視庁を始めとする各機関の要職に従事し、「建設業法等の各種法律」や「環境問題」に精通している。

■ 講師プロフィール

大田 隆太郎 佐藤工業株式会社　顧問　　九州大学　工学部建築学科卒業

（一社）全国土木施工管理技士会連合会のCPDS認定セミナーです。
CPDSの登録方法等については、直接、全国土木施工会連合会へお問い合わせください。

CPDSユニット数
Aコース
4

Bコース
4

Cコース
5

者係関設建 必 須！
最新版

最新の法施行に対応 最新の法施行に対応最新の法施行に対応

最新版最新版


